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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第85期
第２四半期
連結累計期間

第86期
第２四半期
連結累計期間

第85期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 38,322,324 40,575,170 79,693,430

経常利益 (千円) 2,634,451 2,577,774 5,386,515

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,924,719 1,692,994 3,240,736

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 2,576,539 2,097,162 4,368,215

純資産額 (千円) 53,613,888 56,620,761 55,024,878

総資産額 (千円) 82,289,535 85,883,431 84,330,382

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 34.86 30.66 58.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 64.0 64.8 64.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,154,493 2,411,169 6,538,737

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,068,473 △1,666,511 △2,687,263

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △301,089 △529,016 △853,021

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 17,962,991 19,391,872 19,176,827
 

 

回次
第85期
第２四半期
連結会計期間

第86期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 17.54 13.59
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については、潜在株式が存在しないため、記載して

いません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっています。

２ 【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社及び関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　　なお、第１四半期連結会計期間から、報告セグメントの区分を一部変更しています。詳細は、「第４　経理の状

　況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりです。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在していません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっ

ています。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調がみられたものの、相次ぐ自然災害の影響

による企業活動の停滞や米中貿易摩擦等による世界経済の下振れリスク、原油をはじめとする原料価格の上昇など

により先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような状況のなか、当社グループは市場が求める安全・安心な製品やサービスを供給することを基本とし、

販売体制の強化や生産体制の効率化など、収益確保に向けてグループ一体となった積極的な事業活動に取り組んで

まいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は405億75百万円(前年同期比5.8％増加)、営業利益

は22億21百万円(前年同期比3.2％減少)、経常利益は25億77百万円(前年同期比2.1％減少)、親会社株主に帰属する

四半期純利益は16億92百万円(前年同期比12.0％減少)となりました。

当第２四半期連結累計期間における、セグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間から、報告セグメントの区分を一部変更しています。以下の前年同期比について

は、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しています。

 
　　ガス事業

ガス事業を取り巻く環境は、鉄鋼、自動車、化学、半導体など仕向け先全般において堅調に推移いたしまし

た。このような事業環境のなか、シリンダーガスビジネスの収益力強化のため、積極的な投資を行ない、生産

体制の合理化や物流面における効率化など地域に密着した営業に努めてまいりました。

『溶解アセチレン』は、真空浸炭炉向けが新規獲得や需要の増加があったものの、建設、土木など現場工事

向け及び造船向けの需要が減少し、売上高は前年同期を下回りました。

『その他工業ガス等』は窒素、アルゴン、炭酸ガスがそれぞれ半導体、溶接、食品向けに新規需要先の獲得

及び既存需要先の回復により増加しました。ＬＰガス等の石油系ガスは輸入価格の上昇に伴なう販売価格の上

昇に加え、需要先の獲得により販売数量が増加し、売上高は前年同期を上回りました。

『溶接溶断関連機器』は、設備投資の機運の高まりを受け、溶接ロボット、工作機械等の需要先の獲得や設

備工事の受注があり、売上高は前年同期を上回りました。

『容器』は、半導体向け特殊容器などが増加し、売上高は前年同期を上回りました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は304億８百万円(前年同期比5.4％増加)、営業収入は１億

27百万円(前年同期比3.5％減少)、営業利益は20億90百万円(前年同期比2.5％減少)となりました。
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　　化成品事業

化成品事業を取り巻く環境は、ナフサ価格の上昇による原料価格の高騰、運送費の上昇など厳しい状況が続

きました。このような事業環境のなか、新しい技術開発に注力し、環境にやさしい製品や付加価値の高い製品

開発に努めてまいりました。

『接着剤』は、ペガールが粘着用が需要の低迷により大幅に減少したもの、紙用、塗料用に需要を伸ばし、

シアノンが海外向けにコンシューマー用の需要が伸長し、ベガロックが国内、海外とも新規需要先の獲得によ

り増加し、売上高は前年同期を上回りました。　

『塗料』は、建築用塗料が新製品の上市により増加したものの、西日本豪雨、台風などの自然災害により戸

建の塗装工事が減少し、エアゾール製品が増加したものの、売上高は前年同期を下回りました。　

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は86億66百万円(前年同期比0.2％増加)、営業収入は０百万

円(前年同期比0.0％で増減なし)、営業利益は６億23百万円(前年同期比13.1％減少)となりました。

 

　　その他事業

ＬＳＩカードは、国内、海外ともに需要が回復し、また、食品添加物が新規需要先の獲得により増加し、売

上高は前年同期を上回りました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は14億99百万円(前年同期比79.3％増加)、営業利益は13百

万円(前年同期比は22百万円の営業損失)となりました。

 

      （各事業別の売上高、営業収入および営業利益）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）　

事業区分

売　上　高 営　業　収　入 営　業　利　益

金　額
前年同期比
（％）

金　額
前年同期比
（％）

金　額
前年同期比
（％）

 ガス事業 30,408 105.4 127 96.5 2,090 97.5

 化成品事業 8,666 100.2 0 100.0 623 86.9

 その他事業 1,499 179.3 － － 13 －

 合計 40,575 105.8 127 96.5 2,727 96.1
 

（注）各事業部別営業利益合計27億27百万円と四半期連結損益計算書「営業利益」22億21百万円の差額５億６

百万円は、各事業に帰属しない一般管理費であります。

 

当第２四半期連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末と比べて15億53百万円増加して858億83百万円

となりました。

資産は、主として現金及び預金の増加や投資有価証券の時価が上がったことにより前連結会計年度末と比べて15

億53百万円増加しました。

負債は、主として繰延税金負債の増加もあったものの賞与引当金などの減少により前連結会計年度末と比べて42

百万円減少しました。

純資産は、主として利益剰余金の増加により前連結会計年度末に比べて15億95百万円増加しました。

 

EDINET提出書類

高圧ガス工業株式会社(E00781)

四半期報告書

 4/21



 

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、193億91百万円となり、前連

結会計年度末と比べ２億15百万円増加しました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は、24億11百万円(前年同期比23.5％減少)とな

りました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益が25億67百万円、減価償却費が８億78百万円、売上債権の減少額が２億

42百万円あったものの、法人税等の支払額が８億38百万円、棚卸資産の増加額が１億83百万円あったことによるも

のであります。

 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は、16億66百万円(前年同期比55.9％増加)とな

りました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出が11億37百万円、定期預金への預入れの支出が４億67百万円あった

ことによるものであります。

 

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用した資金は、５億29百万円(前年同期比75.7％増加)とな

りました。

これは主に、配当金の支払いが４億96百万円あったことによるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費は１億41百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 55,577,526 55,577,526
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株
であります。
 

計 55,577,526 55,577,526 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　　　 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年７月１日～
平成30年９月30日

― 55,577,526 ― 2,885,009 ― 2,738,251
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(5) 【大株主の状況】

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己
株式を除く。)の
総数に対する所
有株式数の割合

(％))

デンカ㈱ 東京都中央区日本橋室町２丁目１－１ 6,906 12.51

こうあつ共栄会 大阪市北区中崎西２丁目４－12 6,761 12.24

共栄火災海上保険㈱ 東京都港区新橋１丁目18－６ 4,003 7.25

大陽日酸㈱ 東京都品川区小山１丁目３－26 3,142 5.69

みずほ信託銀行㈱退職給付信託
みずほ銀行口再信託受託者
資産管理サービス信託銀行㈱

東京都中央区晴海１丁目８－12 2,717 4.92

㈱三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 2,471 4.47

高圧ガス社員持株会 大阪市北区中崎西２丁目４－12 1,589 2.87

日本トラスティ・サービス信託
銀行㈱（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 1,351 2.44

日本マスタートラスト信託銀行
㈱（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11－３ 1,110 2.01

北陸工業瓦斯㈱ 福井県越前市平出３丁目４－１ 886 1.60

計 ― 30,937 56.04
 

(注) こうあつ共栄会は、当社の取引先会社で構成される持株会であります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 ― ―

372,600

 
(相互保有株式)
普通株式 ― ―

13,200

完全議決権株式(その他)
普通株式

551,438 ―
55,143,800

単元未満株式
普通株式

― 一単元（100株）未満の株式
47,926

発行済株式総数 55,577,526 ― ―

総株主の議決権 ― 551,438 ―
 

(注) １「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が600株含まれています。

　　　　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数6個が含まれています。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式及び相互保有株式が次のとおり含まれています。

　　自己株式　　　　　　　　　　　 　 　　 74株

　　相互保有株式　　　名岐溶材㈱　 　　　  76株（こうあつ共栄会名義）

 

② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
大阪市北区中崎西2丁目4-12 372,600 ― 372,600 0.67

高圧ガス工業株式会社

(相互保有株式)
岐阜市手力町１－４ 1,000 12,200 13,200 0.02

名岐溶材株式会社

計 ― 373,600 12,200 385,800 0.69
 

(注) 他人名義で所有している理由等

 

 所有理由 名義人の氏名又は名称 名義人の住所

 加入持株会における共有持分数 こうあつ共栄会 大阪市北区中崎西
 

 

２ 【役員の状況】

　　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

高圧ガス工業株式会社(E00781)

四半期報告書

 8/21



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 19,218,827 19,884,542

  受取手形及び売掛金 ※１  21,455,568 ※１  21,060,389

  電子記録債権 ※１  2,528,588 ※１  2,680,100

  商品及び製品 2,571,465 2,633,498

  仕掛品 438,025 495,213

  原材料及び貯蔵品 1,258,240 1,320,117

  その他 380,078 426,546

  貸倒引当金 △76,498 △76,130

  流動資産合計 47,774,296 48,424,277

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 6,540,618 6,536,828

   機械装置及び運搬具（純額） 2,815,066 2,857,664

   土地 13,277,619 13,279,302

   建設仮勘定 563,994 782,456

   その他（純額） 927,511 920,733

   有形固定資産合計 24,124,810 24,376,985

  無形固定資産 320,402 312,428

  投資その他の資産   

   投資有価証券 11,384,429 12,052,949

   繰延税金資産 137,563 132,859

   退職給付に係る資産 11,629 12,021

   その他 643,640 637,537

   貸倒引当金 △66,389 △65,629

   投資その他の資産合計 12,110,873 12,769,739

  固定資産合計 36,556,086 37,459,153

 資産合計 84,330,382 85,883,431
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※１  11,813,511 ※１  11,732,733

  電子記録債務 ※１  5,903,657 ※１  6,071,964

  短期借入金 1,466,000 1,446,000

  1年内返済予定の長期借入金 1,012,524 4,196

  未払法人税等 683,843 786,561

  賞与引当金 1,285,279 1,171,882

  その他 ※１  2,591,784 ※１  2,392,824

  流動負債合計 24,756,601 23,606,162

 固定負債   

  長期借入金 2,000,000 3,000,000

  繰延税金負債 1,303,819 1,424,477

  退職給付に係る負債 452,648 429,108

  役員退職慰労引当金 39,657 40,657

  その他 752,776 762,263

  固定負債合計 4,548,902 5,656,506

 負債合計 29,305,504 29,262,669

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,885,009 2,885,009

  資本剰余金 2,760,934 2,760,934

  利益剰余金 44,661,123 45,857,273

  自己株式 △199,313 △199,408

  株主資本合計 50,107,754 51,303,809

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,289,878 4,691,848

  為替換算調整勘定 47,749 3,112

  退職給付に係る調整累計額 △340,078 △311,365

  その他の包括利益累計額合計 3,997,549 4,383,596

 非支配株主持分 919,575 933,356

 純資産合計 55,024,878 56,620,761

負債純資産合計 84,330,382 85,883,431
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 38,322,324 40,575,170

売上原価 27,497,164 29,813,955

売上総利益 10,825,159 10,761,214

営業収入 132,372 127,689

営業総利益 10,957,532 10,888,904

販売費及び一般管理費 ※1  8,662,385 ※1  8,667,885

営業利益 2,295,147 2,221,018

営業外収益   

 受取利息 2,259 2,295

 受取配当金 115,492 131,098

 受取手数料 61,877 55,662

 為替差益 22,415 55,589

 その他 228,009 198,291

 営業外収益合計 430,054 442,937

営業外費用   

 支払利息 17,631 17,333

 設備撤去費 24,813 19,286

 容器使用料 17,563 18,095

 その他 30,741 31,465

 営業外費用合計 90,750 86,180

経常利益 2,634,451 2,577,774

特別利益   

 投資有価証券売却益 － 208

 固定資産売却益 167,219 5,781

 その他 300 －

 特別利益合計 167,519 5,990

特別損失   

 固定資産売却損 － 14,252

 ゴルフ会員権評価損 8,150 －

 減損損失 － 1,778

 特別損失合計 8,150 16,031

税金等調整前四半期純利益 2,793,821 2,567,734

法人税、住民税及び事業税 532,712 931,095

法人税等調整額 327,278 △70,726

法人税等合計 859,991 860,369

四半期純利益 1,933,830 1,707,365

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,110 14,370

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,924,719 1,692,994
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 1,933,830 1,707,365

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 642,460 404,982

 為替換算調整勘定 △33,691 △44,636

 退職給付に係る調整額 33,939 29,451

 その他の包括利益合計 642,709 389,797

四半期包括利益 2,576,539 2,097,162

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,557,435 2,079,041

 非支配株主に係る四半期包括利益 19,103 18,120
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,793,821 2,567,734

 減価償却費 881,347 878,058

 減損損失 － 1,778

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 379 △1,127

 賞与引当金の増減額（△は減少） 350 △113,396

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 107 170

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 27,351 19,330

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △26,875 1,000

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △82,500 △91,400

 受取利息及び受取配当金 △117,751 △133,393

 支払利息 17,631 17,333

 投資有価証券売却損益（△は益） － △208

 固定資産売却損益（△は益） △167,219 △5,781

 為替差損益（△は益） △3,811 △32,334

 売上債権の増減額（△は増加） 158,471 242,621

 たな卸資産の増減額（△は増加） △217,327 △183,290

 仕入債務の増減額（△は減少） 657,832 88,806

 未払消費税等の増減額（△は減少） △44,188 26,910

 その他 90,467 △149,351

 小計 3,968,086 3,133,459

 利息及び配当金の受取額 117,751 133,393

 利息の支払額 △17,631 △17,333

 法人税等の支払額 △913,713 △838,350

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,154,493 2,411,169

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △21,000 △467,930

 定期預金の払戻による収入 21,000 21,000

 有形固定資産の取得による支出 △1,471,518 △1,137,106

 有形固定資産の売却による収入 383,225 21,996

 投資有価証券の取得による支出 △54,900 △81,618

 投資有価証券の売却による収入 － 393

 無形固定資産の取得による支出 △5,344 △22,605

 その他の支出 △9,602 △3,702

 その他の収入 89,668 3,061

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,068,473 △1,666,511

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 110,000 △20,000

 長期借入れによる収入 － 1,000,000

 長期借入金の返済による支出 △22,218 △1,008,328

 配当金の支払額 △386,427 △496,254

 その他の支出 △2,443 △4,434

 財務活動によるキャッシュ・フロー △301,089 △529,016

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,695 △595

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,781,235 215,045

現金及び現金同等物の期首残高 16,181,756 19,176,827

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  17,962,991 ※1  19,391,872
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【注記事項】

 

  （追加情報）

　 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理

　　 当四半期連結会計期間末日は、金融機関の休日にあたりますが、満期日に決済が行なわれたものとして処理して

います。当四半期連結会計期間末日満期手形等は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

受取手形 　929,172千円 　900,135千円

電子記録債権 　156,901千円 　146,298千円

支払手形 　603,461千円 　582,641千円

電子記録債務 　1,348,406千円 　1,314,016千円

設備支払手形 　63,848千円 　54,256千円

営業外電子記録債務 　62,788千円 　50,214千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

運賃 1,540,961千円 1,598,671千円

給料手当 2,268,242千円 2,280,010千円

貸倒引当金繰入額 1,661千円 1,241千円

賞与引当金繰入額 754,085千円 760,607千円

消耗品費 801,343千円 714,139千円

賃借料 485,435千円 478,289千円

減価償却費 427,067千円 437,600千円

退職給付費用 126,561千円 126,010千円

役員退職慰労引当金繰入額 15,375千円 1,000千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

現金及び預金勘定 18,004,991千円 19,884,542千円

預入期間が３カ月を超える
定期預金

△42,000千円 △492,670千円

現金及び現金同等物 17,962,991千円 19,391,872千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 386,437 ７ 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月10日
取締役会

普通株式 386,436 ７ 平成29年９月30日 平成29年12月８日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 496,844 ９ 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

　（注）１株当たり配当額には、創立60周年記念配当２円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年11月９日
取締役会

普通株式 441,638 ８ 平成30年９月30日 平成30年12月10日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２

ガス事業 化成品事業 その他事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 28,837,061 8,649,025 836,237 38,322,324 ― 38,322,324

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

営業収入       

  外部顧客への営業収入 132,342 30 ― 132,372 ― 132,372

  セグメント間の内部
　営業収入又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 28,969,404 8,649,055 836,237 38,454,697 ― 38,454,697

セグメント利益又は　  
　　損失（△）

2,145,140 718,110 △22,098 2,841,152 △546,005 2,295,147
 

(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額△546,005千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

    ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっています。
　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結
損益計算書
計上額
(注) ２

ガス事業 化成品事業 その他事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 30,408,477 8,666,915 1,499,777 40,575,170 ― 40,575,170

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

営業収入       

  外部顧客への営業収入 127,659 30 ― 127,689 ― 127,689

  セグメント間の内部
　営業収入又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 30,536,136 8,666,945 1,499,777 40,702,859 ― 40,702,859

セグメント利益 2,090,109 623,876 13,890 2,727,876 △506,858 2,221,018
 

(注) １ セグメント利益の調整額△506,858千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっています。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間から、報告セグメントの区分を一部見直し、従来の「化成品事業」に含まれる一部商品

の報告セグメントを「その他事業」に変更しています。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分方法に基づき作成したものを記載していま

す。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

固定資産に係る重要な減損損失を認識していないため、固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報の記載を

省略しております。

　

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 34円86銭 30円66銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,924,719 1,692,994

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

1,924,719 1,692,994

    普通株式の期中平均株式数(株) 55,205,278 55,204,900
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

（中間配当）

平成30年11月９日開催の取締役会において、平成30年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対して、

次のとおり中間配当を行なう旨決議いたしました。

　　　　１　中間配当金の総額　　　　　　 　　　　      441,638千円

　　　２　１株当たり中間配当金　　　　　　　　　　　　　　　　８円

　　　３　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成30年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成30年11月７日
 

高圧ガス工業株式会社

取締役会 御中
 

　

有限責任監査法人トーマツ 
 

　

指定有限責任社員
業務執行社員  公認会計士 木　　村　　幸　　彦 印 

 

　

指定有限責任社員
業務執行社員  公認会計士 松　　嶋　　康　　介 印 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている高圧ガス工業株

式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から

平成30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、高圧ガス工業株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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